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研究授業Ⅱ   

第５学年 CHANGE（総合的な学習の時間）「笑顔でつながれ 和歌山とラオス」 

授業者：矢出 大介 

【各教科・領域において習得した知識（内容知・方法知・体験知）の活用・発揮が促され，互いの探究のプロセスが充実していくイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題解決① 

「どうして環境破壊が進んでいるのだろうか， 

自分たちにできることはなんだろう」 

問題解決② 

「どうすれば自分たちの思いを地域の人に 

伝えられるのだろうか」 

社会科 

「これからの食料生産」 

・日本の食料自習率の低さに

ついて知り，どうして自給

率が低いのか疑問をもつこ

とで，CHANGE の課題設

定プロセスを充実させる。 

国語科 

「明日をつくるわたしたち」 

・CHANGE の学習で世界の現状や環

境問題で得た知識を活用し，提案書

を書くことで国語科の情報収集のプ

ロセスを充実させる。 

家庭科 

「調理に関するエコを考えよう」 

・調理に関するエコ（節水，節電，

水の汚れ，食品ロス）をする必要

性と方法を知ることで，CHANGE

の情報収集のプロセスを充実させる。 

道徳科 

「もし世界が 100 人の村だったら」「ハチドリのひとしずく」 

・特別な教科道徳の学習で見い出した「自分のできることをす

る」「仲間を増やす」という考えを活かして CHANGE の情報

収集のプロセスを充実させる。 

・道徳科で気づいた価値をより深く実感することで，CHANGE

で行う活動を行うときの情報収集のプロセスを充実させる。 
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国語科  

「グラフや表を使って」 

・CHANGE の学習で世界の現状や

環境問題で得た知識を活用し，提

案書を書くことで国語科の情報

収集のプロセスを充実させる。 

図画工作科 

「エコメッセージを描こ

う」 

・絵で表現することで，今

の自分の考えを整理し，

CHANGE の課題設定の

プロセスを充実させる。 
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CHANGE 「笑顔でつながれ 和歌山とラオス」 


